2015年度経済学史定期試験問題正解と解説

下記の文章が正しければ(1)を、間違っていれば(0)をマークして下さい。各2点×50。
1. ケインズ理論は経済成長時代を背景にして成立した。0

※ ケインズ理論は1930年代の大不況を背景にして成立した。正答率82.4%(以下、数値は正答率)

2. 新古典派は通常一般に、資本主義市場経済の自動調和性を称賛して、社会主義に反対するものと思われている。1
※ 通常一般にはそう思われているのはその通り。本当はそうではない。45.7%
3. ワルラス一般均衡論にオーストリア学派の資本理論を組み込んで新古典派体系を確立させたウィクセルは、社会主義運動に貢献した。1
※ 77.13%

4. ケインズは、労働者の抵抗で貨幣賃金率が下がらないのが不完全雇用均衡の原因であるとみなした。0

※ 労働者の抵抗で貨幣賃金率が下がらないのが不完全雇用均衡の原因であるとみなしたのはケインズ以前の新古典派で、ケインズはそれを否定した。ただ、ケインズ死後、このようなケインズ理解が広まってしまった。73.3%

5. マルクスは、商品の価格はそれを再生産するために必要な労働で決まり、需要の過不足には影響されないと考えた。0

※ 市場価格は需要の過不足を反映して変動するとみなしている。71.7%
6. ケインズ理論はワルラス法則を否定している。0

※ セイ法則を否定した。ケインズ理論は貨幣市場も含めたワルラス法則から説明される。67.5%

7. リカードは、穀物の貿易を自由化しても、イギリスの農業の生産性が上昇し、農産物が輸出できるようになるとみなして貿易自由化に賛成した。0
※ リカードはイギリスが穀物生産を続けるべきだとは考えていない。農業に比較優位を持つ国から輸入するべきだと考える。73.7%

8. デューリングは、強者が弱者に不等価交換を強いることが利潤の本質的原因だとみなして、エンゲルスから批判された。1
※ 70.2%
9. ケインズは、人々が貨幣を持ちたがることを総需要不足の原因だとみなした。1
※ 「流動性選好説」である。73.3%

10. ミクロ経済学の教科書に見られる、右下がりの需要曲線と右上がりの供給曲線の図は、マーシャルが創った。1

※ 86.4%

11. マルクスは、資本主義経済の発展が社会主義への移行の条件を作り出すのだとみなした。1

※ 76.9%
12. 小泉改革などの新自由主義政策はケインズ理論に基づいている。0

※ ケインズ批判をした新しい古典派の理論に基づいている。59.5%

13. リカードの比較生産費原理は、二国が互いに相手国よりも生産性が優秀な財に特化して交換しあえば、互いにトクをするというものである。0

※ 自国の生産物のうちで、他国との生産性格差が一番マシな財に特化する。68.8%

14. ケインズ理論は貨幣数量説である。0

※ 貨幣数量説を批判して流動性選好説を打ち立てた。60.3%

15. スミスは、政府の介入をなくして、競争で生産性が上がるようにすれば、貿易黒字が増えるので国が豊かになるとみなした。0

※ スミスは貿易黒字が国富とする重商主義を批判した。85.7%

16. 「限界革命」を担った論者たちは、商品の価格が単位生産費に正常な利潤を上乗せした値に決まるという古典派の価格理論を否定した。1

※ 68.8%

17. マーシャルは、商品の価格が単位生産費に正常な利潤を上乗せした値に決まるという古典派の価格理論を受け入れている。1

※ 長期に成り立つものとして受け入れている。79.5%

18. マーシャルは、商品の価格が限界効用の比に等しくなるとする新古典派の価格理論を受け入れている。1

※ 命題自体はそのまま受け入れている。価格の決定理論としては、一時的均衡で成り立つものとしている。61.2%

19. マルクスは、商品の等価交換から搾取が発生するとみなした。1

※ 68.6%
20. ケインズは、貯蓄と投資が等しくなるように利子率が決まるとみなした。0

※ これはケインズ以前の新古典派の見解。ケインズの見方では、貯蓄と投資が等しくなるように所得が決まり、利子率は流動性選好で決まる。46.6%

21. メンガーは、商品の交換割合は、その商品の消費から１単位あたり平均に得られる効用に比例するとみなした。0

※ 「平均」ではなくて「限界」。追加的１単位から得られる効用に比例するとみなした。69.7%
22. ケインズの死後、ケインズ理論の前提は貨幣賃金率や価格の下方硬直性にあるとする解釈が広まった。1

※ 75.0%

23. リカードは、自由貿易にしないと、資本蓄積が進むごとに、それに比べて市場が狭くなって、やがて総需要不足から利潤が低下して成長がストップしていくとして、自由貿易を提唱した。0

※ リカードは総需要不足問題を考えない。地代が上昇して利潤が低下するとみなした。71.3%
24. フリードマンは、労働組合が賃上げをさせることがインフレ昂進の原因であるとみなした。0

※ 貨幣供給が多すぎることがインフレ昂進の原因とみなし、賃上げ原因説を否定した。74.2%

25. シュモラーは、自由貿易にしたら最先進国イギリスにとっては貿易黒字が増えるメリットがあるとみなした。1
※ 逆にドイツにとっては貿易赤字が増えて不利と考えた。79.9%
26. フリードマンは、70年代の高インフレを収束させるために、金融規制の引締めを主張した。0

※ 金融引締めを主張した。「金融引締め」とは中央銀行が通貨の出回る量を減らすこと。金融規制とは何の関係もない。52.5%

27. リカードは、イギリスが穀物輸入を自由化したら、イギリス経済は総需要が増えて成長するとみなして、それに賛成した。0

※ リカードは総需要のことは考えない。輸入自由化は、国内で自給するより少ないコストで入手できるから提唱した。81.9%
28. フリードマンは、「大不況」のときにも、政府や中央銀行は経済に介入せず、市場競争にまかせて不採算企業を清算することが必要だとみなした。0

※ 中央銀行が金融緩和すべきことを唱え、当時マスコミで聞かれたそのような意見を批判した。58.8%

29. マルクスは、人々が貨幣を保有しようとする性向に恐慌の本質的原因を見た。1

※ 65.3%
30. フリードマンは、アメリカの産業が「大きな政府」のせいで国際競争力を失っているから、「小さな政府」にして競争にさらして国際競争力を取り戻すことを提唱した。0

※ アメリカで生産するより輸入した方が効率的ならば輸入するべきであって、国内での生産にこだわるべきではないという考え方。42.6%

31. マルクスは、資本主義経済の長期構造を分析するのに「セイ法則」のモデルを用いている。1
※ 73.0%

32. リカードは、自由貿易すれば総需要が伸びて経済が活性化するとして、自由貿易を提唱した。0

※ リカードは総需要のことは考えない。自由貿易は、自給するよりも輸入した方が効率的に入手できるメリットのために提唱した。82.0%
33. フリードマンは輸入制限に反対した。1

※ 83.7%

34. マーシャルは、企業は、労資共同経営企業を経て、将来的には労働者の協同組合企業に進化していくのだとみなした。1

※ 84.6%
35. ワルラスは、新古典派一般均衡論の始祖とみなされている。1

※ 87.8%

36. 重商主義は、自国内にマネーが入ってくることが自国の国益であるとみなして、スミスに批判された。1

※ 95.8%
37. マルサスはリカードのセイ法則の主張を批判した。1

※ 74.2%
38. ワルラスは、社会主義者を自認している。1

※ 95.5%

39. リフレ論は、「インフレ目標」を実現するまで金融規制を緩和することを提唱する新自由主義政策である。0

※ 「金融規制を緩和する」ではなくて「金融緩和する」。金融緩和とは中央銀行が通貨をたくさん世の中に出すことで、金融規制とは何の関係もない。したがって、この政策は新自由主義政策ではなく、新しいケインズ派の政策。49.2%

40. ジェボンズは、商品の価格は、その商品の消費から得られる最大限の効用に比例して決まるとみなした。0

※ その商品の追加的一単位の消費から得られる効用(＝「限界効用」)に比例して決まるとみなした。73.1%

41. 限界革命の論者は、微分を使った効用最大化の手法を導入し、商品の価値が、投下労働や単位費用ではなく、主観的な効用に基づくことを主張した。1
※ 81.8%
42. フリードマンは、経済に対する政府の介入は減らし、民営化や規制緩和で市場の自由化を進めるべきであると主張した。1

※ 80.9%

43. スミスは、一国の富は、有用な生産物の量で決まり、それを増やすのは分業の進展と、不生産的労働を生産的労働にまわすことによると主張した。1

※ 93.6%

44. スミスは、自国内にマネーが入ってくることが自国の国益であるとみなした。0

※ これは重商主義の考えで、スミスはこれを批判した。95.5%

45. スミスは、個々人の利己心を追う競争によって、努力をした者が豊かになり、怠けた者が貧しくなるようにすれば、みなが勤勉になって国が豊かになるとみなした。0

※ スミスは勝者と敗者が出るために競争を説いたのではない。82.8%

46. リカードは、穀物を輸入するようになったら、外国が穀物を売らなくなったらどうするのかという批判に対して、すぐに国内耕作を再開して自給できるようになるから大丈夫だと答えた。0

※ イギリスに穀物を売りたい人たちは世界中にいくらでもいるとみなした。84.2%

47. マルクスは、資本家の利潤に課税して労働者に再分配して、所得格差をなくすことを目指した。0

※ 生産手段を共有にして、資本家と労働者という階級自体をなくすことを目指した。81.7%

48. メンガーは、方法論論争において、時代や国にかかわらない一般法則など経済にはないと主張した。0

※ これは方法論論争でのメンガーの論争相手のドイツ歴史学派の方の主張。82.8%

49. ワルラスは、資本主義経済の市場は自由放任すれば一般均衡が実現するとみなした。0

※ 現実の資本主義経済には独占などの妨げがあって、自由放任では一般均衡がそのまま実現できないとみなした。84.4%
50. マルサスは、地主階級が奢侈的消費をしなければ、総需要が不足してしまうとみなした。1

※ 79.5%

